
13 Soja City Public Relations, 2007. 5 12Soja City Public Relations, 2007. 5

n t e r v i e w

輝
い
て
い
る
人

●

インタビュー

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
間
を
航
海
し
な
が
ら
、

国
際
交
流
活
動
を
す
る
「
世
界
青
年
の
船
」
に
参
加
し
た

今
年
１
月
２５
日
か
ら
３
月
８
日
ま

で
の
４３
日
間
、
内
閣
府
が
行
っ
た
世

界
青
年
の
船
に
乗
船
し
た
の
が
斎
藤

佑
亮
さ
ん
（
２０
歳
）
だ
。

世
界
青
年
の
船
と
は
、
客
船
「
に

っ
ぽ
ん
丸
」
に
日
本
と
海
外
の
青
年

が
乗
り
込
み
、
航
海
中
の
船
内
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
共
同
生
活
を

通
じ
て
、
国
際
社
会
で
幅
広
く
貢
献

で
き
る
青
年
を
育
成
す
る
事
業
だ
。

こ
の
船
に
は
、
だ
れ
で
も
乗
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。「
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
と
共
同
生
活
す
る
な
か
で
何
か

を
得
た
い
」。
半
信
半
疑
で
の
応
募

だ
っ
た
が
、
英
語
に
よ
る
面
接
や
作

文
、
筆
記
試
験
な
ど
を
経
て
、
昨
年

の
６
月
に
乗
船
が
決
ま
っ
た
。

「
公
用
語
は
英
語
で
、
最
初
は
緊

張
も
し
て
い
た
し
、
つ
ら
か
っ
た
」。

英
語
と
い
っ
て
も
な・

ま・

り・

が
強
い
人

も
多
く
、
会
話
に
苦
労
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な

な
か
、
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
た
め
に
持
っ
て
い
っ
た
サ

ッ
ク
ス
を
み
ん
な
の
前
で
吹
い
た
。

こ
れ
が
転
機
と
な
り
仲
間
と
一
気
に

打
ち
解
け
て
い
っ
た
。
声
も
掛
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
も
な
り
、
船

内
で
の
存
在
感
が
大
き
く
な
る
の

が
自
分
で
も
分
か
っ
た
と
い
う
。

外
国
人
と
共
同
生
活
す
る
な
か
、

お
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
あ
え
る

ま
で
に
な
っ
た
斎
藤
さ
ん
。
国
際

的
な
視
野
が
身
に
付
き
、
人
間
的

な
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
う
れ
し
さ

と
自
信
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
、

は
っ
き
り
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、「
船
に
乗
っ
た
こ
と
で
、
間

違
い
な
く
自
分
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
変
わ
っ
た
し
、
国
際
貢
献
と
い

う
目
標
も
で
き
た
」
と
言
う
。「
夢

の
よ
う
な
４３
日
間
」
と
表
現
し
た

旅
の
最
後
に
見
せ
た
涙
は
、
自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
仲
間
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
こ
の
船

を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」。
今
後
、
こ
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ

や
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
乗

船
に
意
欲
満
々
の
斎
藤
さ
ん
。
将

来
は
ジ
ャ
イ
カ
と
い
っ
た
国
際
機

関
で
働
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
る
。

斎
藤
　
佑
亮
さ
ん
（
井
手
）

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

青
年
の
船
に
乗
っ
た
こ
と
で
、

国
際
貢
献
と
い
う
目
標
が
で
き
た

にぎやかに春の一日を過ごす

３月２５日、昭和親子ふれあいプ
ラザで日美分館まつりが開かれま
した。まつりは、老若男女が楽し
める盛りだくさんの内容。一輪車
ショーでは、小学生１２人による見
事な演技に、訪れた人は盛んな拍
手を送っていました。

短期大学部は最後の卒業生

岡山県立大学同短期大学部の卒
業式が３月２２日、岡山県立大学で
行われました。学業や課外活動な
ど思い出多きキャンパスを５２９人
が後にしました。また、３月３１日
で閉学となった短期大学部は、こ
れが最後の卒業式でした。

カヌーを楽しんでね

昨年７月の豪雨で流出したそうじ
ゃ水辺の楽校のカヌーデッキが、
３月末までに復旧しました。この
デッキは従来のものより一回り大
きく、コンクリート製です。カヌ
ーの乗り降りの場や憩いの場とし
て、皆さんご利用ください。

○ミニフォト

華
麗
に
一
輪
車
を
乗
り
こ
な
す

学
位
記
を
受
け
取
る
卒
業
生

復
旧
し
た
カ
ヌ
ー
デ
ッ
キ

リニューアルオープン
吉備路もてなしの館

４月１日、新たな指定管理者の指

定にともない、吉備路もてなしの館

がリニューアルオープンしました。

指定管理者として指定されたのは

総社吉備路商工会です。「吉備路観光

のオアシスとなるようがんばってい

きたい」。同商工会は、この日行われ

た記念式典のあいさつで、今後の運

営の方針をこのように表現しました。

また、新鮮な野菜をはじめとした地

域の特産品を、数多く店頭に並べる

ことにも取り組むそうです。

式典の後、福山合戦太鼓の演奏が

行われ、新しい門出を祝いました。

みんな覚えてね
市民憲章の歌

３月１８日、神が辻日曜ふれあい市が市役所駐車場

で開かれ、「市民憲章の歌」が、総社少年少女合唱団

によってお披露目されました。

この歌は、市民憲章の本文に金池兼広さん（真壁）

が曲を付けたもの。総社少年少女合唱団の美しいコ

ーラスに、朝市の買い物客がしばし足を止めて聞き

入っていました。

また、市民憲章の暗記コンテストも行われ、参加

した子どもたちは全員、見事に読み上げました。

市
民
憲
章
の
歌
を
歌
う
総
社
少
年
少
女
合
唱
団

ま ち の 話 題 ＰＨＯＴＯＮＥＷＳ

かわいい子どもたちの太鼓がリニューアルオープンを祝った




